
五
月
九
日
か
ら
西
支
部
・
平
和
の

旅
に
参
加
し
ま
し
た
。
「
ハ
ル
ピ
ン

か
ら
方
正
、
ジ
ャ
ム
ス
、
牡
丹
江
、

東
寧
、
長
春
と
車
と
寝
台
車
で
、
約

３
０
０
０
ｋ
ｍ
の
旅
」
を
ガ
イ
ド
し

て
く
れ
た
通
訳
の
曹
さ
ん
。
苦
労
に

満
ち
た
満
州
か
ら
の
引

き
揚
げ
の
生
き
証
人
坂

本
さ
ん
、
抜
群
の
調
査

研
究
で
中
国
事
情
の
生

き
字
引
の
よ
う
な
平
松

事
務
局
長
を
含
め
今
回

の
同
行
者
は
す
で
に
平

和
の
旅
へ
の
経
験
の
あ

る
方
ば
か
り
、
は
じ
め

て
は
私
一
人
で
し
た
。

今
回
訪
ね
見
学
し
た

す
べ
て
で
旧
日
本
軍
の
行
っ
た
残
虐

非
道
を
改
め
て
確
認
し
シ
ョ
ッ
ク
も

感
じ
、
同
時
に
ソ
連
参
戦
後
関
東
軍

に
も
見
捨
て
ら
れ
絶
望

的
状
況
の
中
で
、
生
存

へ
の
強
い
思
い
で
必
死

に
帰
国
へ
の
努
力
も
空

し
く
、
亡
く
な
ら
れ
た

多
く
の
方
々
、
何
と
か

無
事
帰
国
で
き
た
方
、

そ
し
て
残
留
婦
人
や
残

留
孤
児
に
わ
が
子
や
家

族
の
よ
う
に
、
人
間
愛

に
満
ち
た
救
い
の
手
を

差
し
伸
べ
た
中
国
人
養

父
母
の
存
在
。

そ
れ
ら
の
恩
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

戦
後
何
度
も
現
地
を
訪
ね
、
民
間
レ

ベ
ル
で
の
友
好
の
努
力
を
尽
く
さ
れ

て
い
る
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
存
在

に
は
救
わ
れ
る
思
い
で
し
た
。

す
べ
て
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

余
談
な
が
ら
今
回
の

旅
で
一
部
で
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
中
国
人
の

早
口
・
大
声
・
け
ん
か

腰
の
会
話
、
前
に
人
が

い
て
邪
魔
に
な
る
と
き

声
を
か
け
ず
に
押
し
の

け
る
。
人
が
見
て
い
よ

う
が
平
気
で
街
中
の
道

路
な
ど
に
ご
み
を
散
ら

か
す
・
・
極
め
て
道
徳

心
が
高
い
は
ず
と
期
待
が
あ
っ
た
だ

け
に
こ
れ
に
は
閉
口
し
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
微
力
で
は
あ
っ

て
も
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
反
戦
平
和

の
姿
勢
だ
け
は
し
っ

か
り
と
堅
持
し
て
、

平
和
を
愛
す
る
多
く

の
人
た
ち
と
し
っ
か

り
団
結
し
、
た
く
さ

ん
学
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
意
を
新

た
に
で
き
ま
し
た
。

（
小
玉
利
生
）

写
真
集
と
感
想
文
集

を
作
成
中
で
す
。
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五
月
二
五
日
の
講
演
会
で
は
「
中

国
語
と
は
何
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

下
定
雅
弘
岡
山
大
学
名
誉
教
授
が
、

漢
語
に
つ
い
て
そ
の
本
質
と
学
び
方

を
、
資
料
を
使
っ
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
は
四
三
名
で
し
た
。

「
本
質
は
孤
立
語
で
単
音
節
で
、

語
と
語
の
関
係
を
決
め
る
助
詞
・
助

動
詞
等
が
発
達
し
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
た
だ
語
順
に
よ
っ
て
、
語
の
品

詞
機
能
と
文
中
の
位
置
で
文
の
意
味

は
決
ま
る
。
単
音
節
・

孤
立
語
で
あ
る
こ
と
で
、

漢
語
は
単
純
さ
と
曖
昧

さ
の
二
つ
の
大
き
な
特

性
を
持
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
学
び
方
は
、
規
範

的
な
漢
語
に
日
々
接
し
、

文
法
規
範
や
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
・
論

理
感
情
で
の
決
ま
っ
た
言
い
方
『
久

仰
』
『
快
到
了
』
『
不
客
气
』
等
等

を
覚
え
る
こ
と
が
大
切
」
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

「
勉
強
不
足
を
感
じ
ま
し

た
。
文
・
短
文
を
覚
え
る

よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
」

「
中
国
語
の
文
法
が
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

人
民
日
報
読
ん
で
み
ま
す
」

「
中
国
語
の
単
純
さ
と
奥

深
さ
が
わ
か
っ
た
気
が
し

ま
す
『
必
要
性
を
つ
く
る
こ
と
が
大

事
』
な
る
ほ
ど
で
す
ね
」
な
ど
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
講
演
資
料
は
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）

中
国
語
講
座
開
講
１
０
０
期
記
念
講
演
会

『
漢
語
と
は
何
か
？
本
質
と
学
び
方
』

府連通信

西
支
部
・
平
和
の
旅
３
０
０
０
キ
ロ
に
初
参
加

旧
日
本
軍
の
残
虐
非
道
を
確
認
し
シ
ョ
ッ
ク

盧
溝
橋
事
件
勃
発
の
日
・
七
月
七

日
午
後
六
時
か
ら
西
区
・
地
下
鉄
九

条
駅
前
で
、
不
再
戦
平
和
の
宣
伝
行

動
を
行
な
い
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
１
９
３
１
年
九
月
十

八
日
に
中
国
・
瀋
陽
郊
外
の
鉄
道
線

路
を
日
本
軍
が
爆
破
し
、
こ
れ
を
中

国
軍
の
し
わ
ざ
と
し
た
柳
条
湖
事
件

を
き
っ
か
け
に
日
本
は
中
国
東
北
部

を
占
領
し
、
事
実
上
自
分
た
ち
が
支

配
す
る
「
満
州
国
」
を
つ

く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
９
３
７
年
七
月
七
日
の

盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
１
９
４
５
年
の

日
本
の
敗
戦
ま
で
中
国
全
土
へ
の
侵

略
戦
争
を
お
し
す
す
め
ま
し
た
。

日
本
軍
が
中
国
全
土
で
行
っ
た
残

虐
行
為
は
、
今
も
な
お
中
国
の
国
民

に
深
い
傷
を
残
し
て
お
り
、
日
本
政

府
の
責
任
の
明
確
化

と
謝
罪
を
求
め
る
声

が
続
い
て
い
ま
す
。

戦
争
は
２
０
０
０
万

人
を
こ
え
る
ア
ジ
ア

諸
国
民
を
犠
牲
に
し
、

１
９
４
１
年
以
降
は

太
平
洋
地
域
に
も
拡

大
さ
れ
、
空
襲
、
沖

縄
戦
、
原
爆
を
ふ
く
め
、
３
１
０
万

人
を
こ
え
る
日
本
国
民
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
日
中
全
面
戦
争
の

発
火
点
が
七
月
七
日
の
「
盧
溝
橋
事

件
」
で
し
た
。

日
本
軍
の
中
国
全
土
へ
の
侵
略
は

七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
か
ら



何
故
今
、
満
蒙
開
拓
団
の
映
画
か
？

日
本
が
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
第

二
次
世
界
大
戦
に
負
け
た
事
は
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
、
八

月
六
日
・
九
日
と
広
島
・
長
崎
と
原
子

爆
弾
を
落
と
さ
れ
、
戦
争
に
負
け
ま
し

た
。
な
の
に
そ
の
昭
和
二
十
年
五
月
一

日
長
野
県
よ
り
、
東
京
は
六
月
末
に
、

そ
の
他
の
県
か
ら
も
中
国
大
陸
の
満
州

に
疎
開
と
称
し
て
出
か
け
る
日
本
民
族

…
知
ら
な
い
と
い
う
事
は
恐
ろ
し
い
事

で
す
。
満
州
に
行
け
ば
平
和
が
ま
っ
て

い
る
と
い
う
話
に
乗
せ
ら
れ
て
出
か
け

て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
行
っ
た
方
々
ほ
と
ん
ど
の
方
々

は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
死
ぬ
た
め
に
出

か
け
て
い
く
死
の
旅
に
…
知
っ
て
い
た

ら
行
く
人
は
い
ま
せ
ん
。
福
島
の
原
発

も
絶
対
安
全
と
言
っ
て
ま
す
が
、
本
当

に
安
全
な
の
で
し
ょ
う
か
？
し
っ
か
り

自
分
の
目
を
開
い
て
、
自
分
の
子
や
孫

に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
と
思
っ

て
ま
す
。

又
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」

と
い
う
昔
か
ら
あ
る
言
葉
の
よ
う
に
、

近
く
の
中
国
と
は
仲
良
く
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
、
こ
の
映
画
を
製
作
致
し
ま

す
。
今
満
州
に
疎
開
し
た
と
言
っ
た
ら

笑
い
話
で
す
。
原
発
は
、
安
全
だ
と
信

じ
た
の
よ
。
と
言
っ
て
、
五
十
年
後
に

笑
い
話
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
い
ま

す
。
こ
の
映
画
製
作
の
為
に
協
力
券
や

以
前
に
作
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
販
売
し
て
お

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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第
二
シ
リ
ー
ズ
「
領
土
問
題
・
歴

史
問
題
を
掘
り
下
げ
る
」
の
第
一
回

研
究
会
が
、
五
月
十
八
日
（
日
）
大

阪
原
水
協
事
務
所
を
会
場
に
二
十
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
武
（
府
連
会
長
）
さ
ん
が
、

「
井
上
清
『
新
版
〈
尖
閣
〉
列
島
－

釣
魚
諸
島
の
史
的
解
明
』
を
読
む
」

と
題
し
て
報
告
を
担
当
し
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
「
尖
閣
－
中
国
領
土
論
」

を
展
開
す
る
井
上
清
氏
の
論
理
と
実

証
を
丁
寧
に
紹
介
し
た
上
で
、
①
歴

史
資
料
の
読
み
方
に
独
断
や
誇
張
が

散
見
さ
れ
、
「
尖
閣
－
中
国
領
土
論
」

と
い
う
彼
の
政
治
的
主
張
が
先
行
し

て
い
る
、
②
日
清
戦
争
を
中
心
と
す

る
近
現
代
史
に
関
わ
る
論
点
に
つ
い

て
は
な
お
批
判
的
検
討
の
余
地
が
あ

る
、
と
結
び
ま
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
中
国
近

現
代
史
研
究
者
の
齊
藤
道
彦

氏
に
よ
る
『
尖
閣
問
題
総
論
』

（
創
英
社
／
三
省
堂
書
店
、

２
０
１
４
年
）
の
検
証
に
説

得
性
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
（
＊
そ
の
井
上
批
判
部

分
の
論
文
「
二
十
世
紀
『
中
国
』
エ

ピ
ゴ
ー
ネ
ン
・
井
上
清
批
判
」
『
中

央
大
学
論
集
』
三
五
号
は
府
連
事
務

所
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
あ
り
、
請
求
あ
れ
ば

会
員
に
送
付
し
ま
す
）
。

②
に
関

し
て
は
、
斎
藤
氏
に
よ
る
「
エ
ピ
ゴ
ー

ネ
ン
」
批
判
は
逆
の
政
治
的
判
断
、

「
尖
閣
ー
日
本
領
土
論
」
（
領
土
問

題
は
な
い
）
の
主
張
は
外
交
的
・
政

治
的
解
決
の
道
を
塞
ぐ
も
の
、
と
く

に
日
清
戦
争
前
後

の
全
体
状
況
を
日

本
側
外
交
文
書
の

み
な
ら
ず
、
日
本

（
沖
縄
含
む
）
中

国
の
現
代
史
研
究

の
総
体
の
中
で
解

明
す
る
必
要
有
り
、

な
ど
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
今

の
情
勢
を
冷
静
に

分
析
し
た
上
で
、
外
交
的
解
決
を
は

か
る
具
体
的
提
言
の
発
言
も
あ
り
ま

し
た
。
第
二
回
研
究
会
は
、
日
中
友

好
協
会
の
全
国
大
会
、
府
連
大
会
終

了
後
、
八
月
三
一
日
（
日
）
大
阪
原

水
協
事
務
所
を
お
借
り
し
て
、
豊
下

楢
彦
氏
『
「
尖
閣
問
題
」
と
は
何
か
』

（
岩
波
現
代
文
庫
／
学
術
２
７
３
、

２
０
１
２
年
）
を
テ
キ
ス
ト
に
行
わ

れ
ま
す
。(

山
本
恒
人
）

府
連
定
例
研
究
会
第
２
シ
リ
ー
ズ
①

領
土
・
歴
史
問
題
を
掘
り
下
げ
る

『
第
３
７
回
全
大
阪
き
り
え
美
術

展
』
は
、｢

エ
ル
・
お
お
さ
か｣

で
、

五
月
三
〇
日
か
ら
六
月
四
日
の
間
、

開
催
し
ま
し
た
。

八
七
名
の
出
品
で
、
六
〇
〇
名

近
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。新

し
く
六
名
の
出
品
が
あ
り
、

広
が
っ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
継
続
の
困
難
性
が

あ
る
よ
う
で
、
微
減
か

ら
現
状
維
持
と
い
っ
た

状
況
で
す
。

今
後
の
目
標
は
四
〇

回
展
で
は
、
一
〇
〇
名

の
出
品
と
一
〇
〇
〇
名

以
上
の
入
場
者
を
と
、

思
っ
て
い
ま
す
。

き
り
え
で
創
る

夏
の
う
ち
わ
講
習
会

六
月
二
五
日
（
水
）

午
後
二
時
〜
九
時
ま
で

日
中
文
化
セ
ン
タ
ー

２
０
５
号
教
室

講
師
：
稲
田
雪
男
さ
ん

会
費
：
１
０
０
０
円

（
資
料
代
を
含
む
）

第
３
７
回

全
大
阪
き
り
え
美
術
展

八
七
名
の
出
品
、
六
〇
〇
名
が
鑑
賞

太極拳教室開講１００期記念
みんなで作ろう楽しい文化祭
日時：７月２７日(日)１２：３０開演

大阪市立北区民センター
（ＪＲ環状線天満駅西、地下鉄扇町２－Ｂ出口北へすぐ）

太極拳だけでなく歌、中国語スピーチ、踊り、手品、

ミュージカル、寸劇。きりえ、書、画の作品展示等

問合せは日中友好協会大阪府連へ☎6372-8131

第60回大阪府連大会
7月13日(日)13：30～
社会福祉指導センター
地下鉄「谷六」下車南へ

映
画
「
望
郷
の
鐘
」
秋
に
東
京
で
上
映

映
画
監
督

山
田

火
砂
子
さ
ん
が
訴
え

昨年のうちわはカワセミ、今年はハイビスカス


